
「vol.01」僕が一番インパクトがあったのはやはり46番です。 
新世界を生き抜く51の言葉、読ませていただきました。 
感想ですが、「言葉を信じるのではなく、使う。結果を出して信じるを確信に変える」 
吉谷さんがよく言う、本は読むものではなく使うもの。この意味がとても良く分かりました。 
「信じれなくても自信がなくてもまずは素直に使ってみる。何が本当に正しい言葉なのか、 
それを感じる事が大事」「今は見えなくても、言葉を使い前に進む。時間の感覚速度を変える」 
共通して感じた事は、やはり1番の敵は自分だと思いました。そして大事なのはいかに自分を 
コントロールするかですね。他にも・基本をスルーして難しい事なんてできない。真実を受け入れ
ろ・会社に捨てられてもいつでも戦える戦闘力を身につけろ・自分の人生は全て自分次第・自分
を助けてくれる人は誰一人としていない。まだ1度しか見ていませんが、どれもすごい重みがある
一言です。今の行動出来ていない自分に突き刺さりまくりました。そしてボコボコにされまし
た。でもこれで終わらずに必ず立ち上がります。このレポートを毎日読みます！そしてガンガンパ
クらせていただきますm(_ _)m僕が一番インパクトがあったのはやはり46番です。「諦めないで
続ける事が正義ではない。結果を出す事が正義だ」ドスンときました。このレポートを、最低
100回は読みます！そしてアウトプットします。僕は今週の土曜日で48歳になります。なってし
まうので、あとで後悔しないために頑張ります。吉谷さんもお体に気をつけて下さい。 

「vol.02」6000円前後の価値を感じました。 
いったいどれだけの時間でこのような商品が完成できたのか？という僕には出来栄えに感じまし
た。反復して読ませていただきたいですし、巷のnoteなどと比較させていただくと6000円前後 
の価値を感じました。紹介されてた本を購入、ローランドも入手してバッチリ感動で心揺り動か
されました。特に、アウトプットが9ではなく、10というオリジナリティが響きました。 
しっかり自分のアウトプット量を稼ぎます。ありがとうございました。 

「vol.03」内容は本質を突きまくっている 
この内容は本質を突きまくっていると思うので、とても感謝しております。私事ではありますが、
去年11年勤めた会社を捨てたからこそ、このレポートの価値がわかります。（会社にいたままの
自分なら、「なんかいいこと書いてあるな」としか思わなかったです）このメールを書いている
時間も、本来行動する時間に当てるべきとも思いましたが、人への感謝も大切と考え、お礼の
メールを送らさせていただきました。先日購入させていただいた動画教材も、移動中や空いた時
間に毎日見てアウトプットするようにしています。 
この度はありがとうございました。 

「vol.04」明らかに後者に響く内容の物だと感じました。 
このレポートはこれからネットビジネスを始めようとする「そもそもネットビジネスとは何だろ
う。」というゼロから知ろうとする感覚の人が読むのと、僕のような「何故ネットビジネスをや
らなければならないのか？」というのを理解した人が読むのとでは伝わり方が違います。明らか
に後者に響く内容の物だと感じました。このレポートの中の言葉のいくつかは、塾長がピンポイ
ントで僕に向けて書いているのではと錯覚さえします。画面を下にスクロールして行くにつれてた
め息が出る程、塾長の言葉が僕に突き刺さりました。塾長が限定動画でおっしゃった通り、数週
間前の僕ではここまで自分のことと受け止められなかったでしょう。時間をかけて書かれただけ



あって、読み応えがありますし、挿し絵がある分イメージしやすいです。繰り返し読むことでもっ
と腑に落とし込みます。価値のある贈り物をありがとうございます。塾長の言葉、これから使って
行きます。 

「vol.05」いかに甘えた考えで取り組んでいたか気づかされました。 
本日、仕事の合間にようやく読むことが出来ました。全ての言葉がグサグサ刺さり、いかに甘え
た考えで取り組んでいたか気づかされました。確かにリスクを恐れていた自分が居ます。だから自
分の得意分野に逃げようとしていたのかもしれません。リスクを取って自分を変える、その考え
方。目が覚めました‼︎ありがとうございます。 

「vol.06」表では出てこない本質的な部分について書かれています。 
稼いでいる、稼いでいない、どのステージにいる人でもその時に気になる言葉やフレーズはあると
思います。他の方も言われてましたが、あまり表では出てこない本質的な部分について書かれてい
ます。これからの日本で生きていく上でも共通する考え方になると思います。色んなノウハウに振
り回されてきた私には納得しつつ、確かにその通りだなと感じながら、一つ一つ見ていました。 
ただ、結局どんなにいい教材やレポートや話を聞いても、活かせるかは自分次第ですね。特にア
ウトプット量は大事です。私の場合はまだまだブレているので、定期的に何度も見直す必要があり
そうです。貴重な気づきをありがとうございました。 

「vol.07」このレポートにその答えが全て網羅されていると思います。 
30年くらい前から、この言葉のような内容が書かれた本をそれなりに読んでいると思います。 
今でも読み返すのは、ナポレオン・ヒルの「成功哲学」です。なのに今現在の私の人生は、 
全く変わっていないし、むしろ後退してしまった点もあるかもしれません。 
「意味は分からなくても、とにかく使う」これが私に一番重要なことだと思いました。 
「舞台裏」の動画で補足してくださったことで、レポート全体の理解度がかなり増しました。 
潜在意識のことはもちろん知ってはいましたが、普段使う言葉や聞く言葉がネガティブだと 
物事の捉え方もどうしてもネガティブになる。(ポジティブに偏りすぎるのも危険ですけれど) 
ということを、なんとなく分かってはいても、ひとつの環境に身を置いて流されていると、 
どんどんマイナスの方向に引っ張られてしまいますね。引き寄せの法則や、その他のスピリチュア
ル系の考え方は、本もたくさん読んでいるし、なんとなくはわかっているつもりでした。でも、
実際の人生の中でなにひとつ使ってこなかったし、こんなことは「綺麗事」であって、現実世界
で実現させるのは無理があるんじゃないの？できる人もいるだろうけど、私には無理だろうな。
と、心の奥底(潜在意識)が思ってしまっている。という事実がよくよくわかりました。 
遥か昔に読んだ瞑想の本にも潜在意識のことが詳しく書かれていました。「本を読んで」いた私
でした。本の使い方を間違えていたのですね。どこかで聞いたような「綺麗事」も吉谷さんから
発信されると「泥臭い事実」感があります。こんなに長く生きてきて、物事がどうしてうまく行か
ないのか？言葉の問題でしたか…(_ _).｡o○個別動画で吉谷さんが「心の問題ですね」とおっしゃっ
ているものがあります。正直吉谷さんに心の問題を指摘されるとは。今やっていることとは直接
関係ないことだと思っていたので、痛いところを突かれたな~_~;と思ったし、動画を作ることと心
の問題をどのように関連づけすればいいのか、悩んでいました。このレポートにその答えが全て
網羅されていると思います。「舞台裏」も私にはかなり重要な内容です。自分の録音動画を 
起きたらオフラインで聴いています。今後も失敗はたくさんしていきますが(決定w)、 



「言葉」にフォーカスして、引き続き継続していきます。普段からそうですが、今回も大切なこと
を教えてくださいました。本当にありがとうございます！こういう小さな気づきの積み重ねで、 
人の中身は作られていくということですね！ 

「vol.08」10倍近くの差がつきました。 
今までほぼ「言葉」について意識した発信をしてこなかったのですが、このレポート内容をその
まま使ってもいいとのことなので、ツイッターで試しに冒頭を格言そのまま発信してみたら、明ら
かに普段自分が投稿しているツイートよりもいいねの数が多いツイートが多かったです。格言の内
容によっては10倍近くの差がつきました。言葉を意識したツイートは結構共感されるものだと気
づかされました。51個配信し終わったら再度1個目から配信して、その度に自分自身も成長して
いるはずなので格言後の文章もその都度変わっていくと思います。何度も発信して言葉を血肉にし
ていきたいです。自分はノウハウコレクターの時期が長く、ここ数日吉谷さんが思考の大切さを語
られていたので「弱者の流儀」を浴びるくらい毎日倍速で繰り返し流しまくっています。感想提
出後に頂くマインド動画も何度も倍速で繰り返し狂うくらい流したいです。思考とマインドを鍛え
まくったら活路が開けると信じているので、「 一億脳 」を手に入れるくらいの勢いで狂いたいと
思います。 

「vol.09」シンプルに言葉をナメてました。 
最近、吉谷さんの言葉を浴びるように聴いてます！素晴らしい言葉をありがとうございます！シ
ンプルに言葉をナメてました。もっと言葉を理解して思考してガンガン使っていきます！パクらせ
ていただきます。いつもありがとうございます！弱者の流儀もとても良いです。毎日聴いてます。 

「vol.10」吉谷卓朗1対10。本当に本当にそうだなと思いました。 
51の言葉では、「そうか」「そうだよな」「なるほど」「ふ～ん」「うんうん」とぞれぞれに個
別の感想はありましたが、普段から、日々の行動から、自ずと紡ぎ上げられた言葉としてこの51
個の言葉たちがあるんだ、ということ。そして、それぞれに関連のある漫画のシーンが埋め込まれ
ていること。そこには言葉への熱量が感じられます。逆側から見れば、発信者としての覚悟、熱
量は、これぐらいなければダメだよ、ってことですね。という具合に、個別の言葉以上に全体の
熱量に感じるところがあったわけですが、気になった言葉もいくつか、記させて下さい。23番。
成功者にも小銭を稼いだ歴史がある。具体名は出しませんが、大御所のあんな人こんな人も、最
初は地味で地道で泥臭いことを（も）やっていた、と。確かにそうだな、と。そして、41番。イ
ンプット対アウトプットは、桜木建二3対7、吉谷卓朗1対10。本当に本当にそうだなと思いまし
た。でも、51の言葉たち以上に、心に残った言葉は、まとめの方にあったりします。「使うこと
に価値がある」「稼げないのは知っていても使っていないから」「誰に価値提供するのか？「相
手」でしょ？」もっと言うと、心に残った言葉以上に、以下の吉谷様の姿勢（生き様、マインド
セット？）に大いに感ずるところがありました。「僕はキミの100倍以上作れる」「僕は逃げな
い。逃げるのはいつも僕以外」ありがとうございました。 

「vol.11」0.01ミリでも前に進む。これができていませんでした。 
言葉を信じるんじゃない、言葉を使うんだ！という文。心に刺さりました。よくあるイメージト
レーニングのように、頭の中で描くだけでは、新世界には行けないということ。そこには行動が



必要です。英語が話せるようになりたい人が、頭で描くだけで話せるようにはなりません。英語
を学習することがどうしても必要になります。無我夢中で描きながら、行動することで、引き寄せ
で効果的な学習方法が見つけやすくなったり、学習状況が加速していくのではと思います。当たり
前のことですが、人は自分も含めて、楽な方向へ行きたがります。だから、即金が稼げるなどの怪
しげな情報教材に手を出してしまう人が多いのだと思います。13番は響きました。0.1ミリでも
0.01ミリでも前に進む。これができていませんでした。仕事の忙しさのせいにしたり、周りの環
境に流されて甘えていたことを認識しています。自分は、0.01ミリでも前に進むことをやってい
たか？49番もグサっときた言葉です。自分の言葉で自分の人生を生きること。周りに左右されて
いるなと。とにかく今から言葉を使って、行動する。失敗ばかりでも、関係なく、泥臭くいきま
す。ありがとうございます。 

「vol.12」誰かに合わせながら生きてきていた。 
51の言葉読ませていただきました。読んだ上で、今までの自分の人生を振り返ってみましたが、
自分で選択しているようで流されながら生きていたと感じました。いつも前に出ず、誰かの後ろで
ビクビクして、誰かに合わせながら生きてきていた。だからどんどん苦しくなっていっていたのか
なと思いました。自分の人生を生きるために、自分の人生は自分の責任で考え、行動する。自分
に負けずにとにかく前に進んでみる。自分ができないと枠にはめずにとりあえずやってみる。51
の言葉を読んでそんな想いが湧いてきました。これからの人生、後悔がない生き方の為に、他人
の言葉に流されず、自分の道を切り開いていきます!ありがとうございました! 

「vol.13」開くたびに勇気づけられて背中を押してくれる言葉 
何回読んでも味があります。その深さは留まるところを知りません。開くたびに勇気づけられて 
背中を押してくれる言葉が勢ぞろいです。何回というのは一読、二読、三読・・・としました。 
それだけでなく、気になった言葉のところを何度も眺めてイメージしたり、繰り返し音読したり
して脳にインストールすると良いと思いました。結局、知ってても塾長のおっしゃるように、出
来てないと使いこなせてないと意味がない、それも結果が出てなかったら使えてないのが成功者
からはわかるよねというレベルの重要な一つひとつの奥がある言葉たちでした。特に好きな言葉
が、初心者なのはわかったから。でもやるんでしょ？それならプロレベルで初心者だからこそ、
量を重ねて経験を積み上げていってプロにならないと。という当たり前に感じる内容の言葉です
が、泥臭い作業を当たり前のように積み上げていこうとしない自分がいることが多々あると思
い、戒めにしたいと思います。毎日行動せずにいるときは見て読んで覚醒させていただきます。 
素晴らしい教材をありがとうございました。 

「vol.14」吉谷さんの言葉。存在意義。まさしく今実感しています。 
みんな自分の「存在意義」を考えもしない。新世界の言葉その26に深く共感しました。2020年
末、会社を辞めました。僕がいなくても会社はなんら問題なく動いています。という事は裏を返
せば、そこは自分の場所ではなかったということに気付きました。辞める前に、ずっと考え続け
ていたのは、この仕事、自分じゃなくてもいいんじゃ、、、、という事に我慢できない自分がい
ました。自分の存在意義。例えば僕は事務作業が壊滅的にダメなんですが、その事務の壁を乗り
越えないとお客さんへ価値を届ける時間が割けないという、鬼のような環境でしたので、退社し
てからは自分のペースで仕事ができています。この吉谷さんの言葉。存在意義。まさしく今実感し
ています。自分の得意なことだけをしていれば、お客さんが喜んでくれる。これって最高ですよ



ね。吉谷さんの名言通り、幸せを感じる瞬間です。環境を変えるまでが大変ですが、自分で行動
して自分の「存在意義」を自ら見つけることが本当に大事だと思っています。それと新世界の言葉
その28群れることがほんと嫌いです。コロナで自宅での仕事が多くなったのでなおさらですが、 
無駄な人との時間は当然無駄でしかありません。その分自分にかける時間が多いので、吉谷さん
のコンテンツを聞いて自己投資しています。今日は「営業力の武器」延々聞いていました。（まず
は100回ですねw）他にもたくさん気付きのある言葉が多かったです。ありがとうございます。今
後もYouTube楽しみにしております。いつもありがとうございます。 

「vol.15」今の私が集中することだと再認識させていただきました。 
新世界を生き抜く 51の言葉 を読んで、言葉の力が大きいことを感じさせていただいた本でし
た。そして、その言葉以上に行動が大切だということがひしひしと伝わってきました。51のメッ
セージはどれも吉谷さんがいつも言われていることにつながる内容で、行動して結果を出すこと
が今の私が集中することだと再認識させていただきました。定期的にこの文章を読んで、こけて
も恥を書いても前に突き進んで行きます。 

「vol.16」51番目の言葉とPPSの言葉で叩きのめされました。 
新世界を生き抜く51の言葉を読んで、その20が意外でした。自分一人で稼いで生きていくには色々なことを
独力でできる必要があるため、人に聞かず自分で調べるということが基本だと思っていましたが、聞いて体
験にする、という考えが新鮮で聞いてもいいんだ、と考えを改めてさせられました。また質問な悩み相談さ
せて頂くたびに「良いからやれ」「今行動できているのか」と常々言われ、読みつつ心が痛いなぁと感じま
したが行動します。その決意の中51番目の言葉とPPSの言葉で叩きのめされました。ですが叩きのめされて
辞めるという選択肢は考えていません。叱咤激励の詰まった素晴らしい内容を受け、綺麗にパクって価値に
変えたいと思います。


「vol.17」僕が響いた言葉は「その6」 
「新世界を生き抜く51の言葉」読ませていただきました。吉谷さんがこのレポートで読者に伝えたいことを
一言に集約すると「とにかくやれ」ってことだと思います。それなのになぜ51もの言葉で伝えたのかといえ
ば「この中のどれか一つでも心に響く言葉があればその人は一歩踏み出せるかもしれない」という想いがあ
るからではないでしょうか。この中で僕が響いた言葉は「その6」「一体キミの人生は誰の人生なんだ？」

僕は漫画が好きでよく読むのですが、カイジの利根川幸雄の名演説を思い出しました。自分の人生なので、

自分の人生に勝ちたいと思います。ベジータの「その19」も良かったです。自分という最強のライバルを相
手に戦い続けるしかないです。「その43」も良かったです。「僕にも出来るはずだ！と、ステキな勘違い

をして行動出来るバカのままでいい。」素敵な言葉ですね。僕の現状報告ですが、先日から作っていた、メ
ルマガ登録特典用の12個の動画コンテンツが完成しました。Youtubeにも無事にアップロードできました。
今、Wordpressで視聴用ページを作っています。次はLPとプレゼント配布用ステップメールを作って集客に
移ります。一応、前に進むことはできているので、このままやるべきことをやるだけです。今回は素敵なレ
ポートありがとうございました！


「vol.18」大晦日は、紅白かガキ使か？ 
大晦日は、紅白かガキ使か？そんな事をしている場合ではないですね。新世界では「やる」しかない。

行動して、それを続けるしかない。それがよくわかりました。今日も変わらず多くの動画を更新している

吉谷さん。パクって、アウトプットして新年を迎えたいと思います。




「vol.19」新世界に行くにはとにかく行動する 
「新世界を生き抜く51の言葉」読ませていただきました。新世界に行くにはとにかく行動することが大事だ
と思いました。私も行動しているのですが、１つのことに集中できず、２つ３つと並行してやっているの
で、なかなか成果も上がらない状況です。まずは１つに集中して行動していきたいと思います。51の言葉、
何度も何度も読み返したいと思います。ありがとうございます。



